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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによ

る事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

禁止の行為であることを告げ

るものです。 
 

行為を強制したり指示する内容

を告げるものです。 
 

表記の注意を告げるものです。 

 

条件次第では法令違反となる

ことを告げるものです。 
 

表記の禁止行為を告げうもので

す。  
その他の警告及び注意を告げ

るものです。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。 

・本商品を運転操作に支障をきたす、または走行が妨げられる取り付けはしないでください。 

・本商品を運転操作中に操作したり、画面を注視することは大変危険なため、絶対にお止めください。 

 

・本商品は確実に取り付けを行なってください。またステアリングを左右へ全開に切った時に、配線を挟んだり、張力がかかったりしないように

取り付けてください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用ま

たは車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

・取り付け作業前に必ずバッテリーのマイナス端子を外してから作業を行なってください。また使用しない配線は、必ず絶縁対策を行なってくだ

さい。誤った取り付けは、ショートや感電の危険や車両火災の原因となります。 

・濡れた手で作業を行なわないでください。感電する危険性があり大変危険です。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は直流 12V の二輪自動車専用になります。バッテリーレス車両や６V 車両、交流電装車両には取り付けできません。 

・ガソリンやブレーキフルード、溶剤系のケミカルなどを本商品に付着させないでください。変色や破損などの原因となります。 

・本商品に強い衝撃を与えないでください。故障の原因となります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。取り扱いの際は必ず保護手袋を着

用しケガには十分に注意して作業を行なってください。またエッジや突起部がある場合はヤスリなどを使用し適切な処理を行なってください。 

・本商品を開梱の際は構成部品に外観の不具合や異常がないことを必ず確認ください。万一お気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求

め販売店へ速やかにご相談ください。 

・作業は適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗または認証工場にて脱着作業をご依頼ください。作業（配線接続含む）が適切に

行なわれないと、作業中やご使用中に、車両や商品の損傷や不具合などに繋がる場合があります。 

・作業は周囲の安全を確保し、安全な場所で車両を固定させたうえで、転倒やケガに十分注意して作業を行なってください。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性があります。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用し、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確実

に締め付けてください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km 毎に

同様の作業を行なってください。 

 

・本商品の取付位置や作動状態によっては、道路交通法および保安基準に抵触する可能性があります。必ず専門知識を持った整備士に取り付けを

依頼してください。 

 

・本商品は非分解式です。分解や改造などを行なうと、本来の性能を損ない、火災やケガ、感電などの原因となります。 
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 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品保証は本商品のみが対象になります。また本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの補償は一切お受けできません。 

・本商品は完全防水ではありません。外気とメーター内の温度差や雨天時などの湿度が高い日はガラス面が曇る場合があります。 

・本商品は汎用品です。車種によっては正常に動作しない場合や一部動作の挙動がおかしくなる場合があります。 

・本商品の本体や信号線は、高電圧やノイズを発生させる部品から遠ざけてください。 

・車両に電気式速度センサーが装備されていない場合は、別売品の速度センサーをご用意ください。また機械式スピードメーターの場合は、機械

的な動きを電気パルスに変換するコンバーターを、ご使用ください。 

・本商品を取り付けた場合に車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く場合があります。 

・本商品、または本書でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

商品内容 

NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 

① メーター本体（CUBE）  1 ② レジスターハーネス 80mm 1 

 

 

オプション（別売品） 

NO 品番 パーツ名 備考 

1 93390 デンスピ変換アダプター TWIN type 機械式速度計などの機械的な動きを電気信号に変換するコンバーター 

2 65327 非接触スピードセンサー 
タイヤが回転する動きからスピードパルスを発生させるセンサー 

非接触タイプなので、直流 12V車両の多くに対応 

3 91747 2 ボタンプッシュスイッチ 

メーターの外付けスイッチに対応 

２つのスイッチを１つに集約し、ハンドルにクランプできるスレンダー

タイプのスイッチ 

4 64230 イグニッションコイル割り込み用ハーネス イグニッションコイルの１次側より回転信号を取り出す場合に使用 

5 40267 センター（10°曲げ）マットブラック 取り付けピッチ 45ｍｍ 

6 40266 センター（曲げ無し）マットブラック 取り付けピッチ 45ｍｍ 

7 40270 左オフセット（10°曲げ）マットブラック 取り付けピッチ 45ｍｍ 

8 40269 右オフセット（10°曲げ）マットブラック 取り付けピッチ 45ｍｍ 

9 40268 左右共通オフセット（曲げ無し）マットブラック 取り付けピッチ 45ｍｍ 
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スペック 

◇商品仕様 ◇液晶表示 

■寸法 Φ68×40（mm）  ■スピードメーター 0～200（km／h） 

■作動電圧 DC9.0～16.0（V） ※1 ■タコメーター 0～20000（rpm） 

■消費電流 200（mA）以下 ■オドメーター 0～99,999.9（km） ※2 

■液晶 白バックライト ■トリップメーター1 0～99,999.9（km） 

※1…9V未満では動作しません 

※2…オドメーターは99,999.9kmまでしかカウントできません 

■トリップメーター2 0～99,999.9（km） 

■電圧計 DC9.0～16.0（V） 

■回転数警告 
デフォルト：3000（rpm） 

※任意：0～19500／±500（rpm） 

 

インジケーターの配線方法と機能説明 
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操作方法 

 

 

 取付方法                                           

【作業前の注意事項】 

・純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。 

・作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。 
 

 01．メーター本体の組み付け                                      
・図１を参考に、①メーター本体に防振メーターステー（別売品）を組み付けます。 
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 02．電源ハーネスの接続                                        
・図２を参考に、テスターを使用して車両側の ACC の配線を探します。 

・①メーター本体の赤線（12V）を先ほど探した車両側のACC の配線へ配線加工などを使用して接続します。 
※延長用のハーネスは別途ご用意ください。また別売の「D-UINT」や「電源取出しハーネス（車種専用）」などを使用して、ACCを取り

出すことも可能です。 

・①メーター本体の黒線（GND）をバッテリーのマイナス、またはボディアースに接続します。 
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 03．タコメーターの信号線への接続                                   
・図 3 より、タコメーターの信号取出し方法（A～C）を選び、選択した接続方法を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続方法 A （タコメーター／プラグコードに巻き付けて信号を取る場合）  
・図 4 を参考に、延長ハーネスを別途用意して、プラグコードに 5～10 回巻き付け、ビニールテープなどで固定します。 

・①メーター本体の黄線（RPM）に先程の延長ハーネスを接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 
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 接続方法 B （タコメーター／イグニッションコイルの１次側に接続して信号を取る場合）  
・図 5 を参考に、延長ハーネスを別途用意して、イグニッションコイルの１次側（＋側）に接続します。 
※１次側の「＋」が電源の場合は、電圧が一定になるため、回転数が拾えません。「－側」に接続してください。 

※回転数が不安定になる場合は、①メーター本体の黄線（RPM）と延長ハーネスの間に、②レジスターハーネスを割り込ませます。 

・①メーター本体の黄線（RPM）に延長ハーネスを接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 接続方法 C （タコメーター／ECU の信号線に接続して信号を取る場合）  
・図 6 を参考に、延長ハーネスを別途用意して、純正タコメーターから ECU（エンジンコントロールユニット）につながる配線

へ接続します。 
※回転数が不安定になる場合は、①メーター本体の黄線（RPM）と延長ハーネスの間に、②レジスターハーネスを割り込ませます。 

・①メーター本体の黄線（RPM）に延長ハーネスを接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 
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 04．スピードメーターの信号線への接続                                 
・図 7 より、スピードメーターの信号取出し方法（D～F）を選び、選択した接続方法を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続方法 D （スピードメーター／ECU の信号線に接続して信号を取る場合）  
・図 8 を参考に、延長ハーネスを別途用意して、純正スピ－ドメーターから ECU（エンジンコントロールユニット）につながる

配線へ接続します。 

・①メーター本体の白線（SPD）に延長ハーネスを接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 
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 接続方法 E （スピードメーター／機械式を電気式に変換して信号を取る場合）  
・図 9 を参考に、デンスピ変換アダプターTWIN Type のスピードセンサー信号線（黄線）を加工し、①メーター本体の白線

（SPD）に接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 接続方法 F （スピードメーター／非接触式センサーを使用して信号を取る場合）  
・図 10 を参考に、非接触スピードセンサーの信号線（茶線）を加工し、①メーター本体の白線（SPD）に接続します。 

※配索する際は、HID などの高電圧配線を避けて取り回してください。 
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 05．メーターの取り付け                                        
・図 11 を参考に、組み付けたメーターを車両に取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 06．タコメーターの設定画面                                      
・図 12 を参考に、各設定モードへ移動します。 

・サブ表示を「タコメーター」表示に切り替えます。 

・「MODE」と「SET」ボタンを同時押しで２秒以上押し続けると「タコメーターの設定画面」へ移動します。 

・タコメーター設定画面で「MODE」ボタンを１回押すごとに、「PPr」⇔「SCALE」を交互に切り替えます。 

・設定する機能（G～H）を選び、「SET」ボタンを 2 秒以上押し続けます。 
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 G．点火方式の設定方法  
・図 13 を参考に、点火方式の設定画面で「MODE」ボタンを１回押すごとに、「1P1r」⇒「1P2r」⇒「2P1r」⇒「30P1r」

の順番で切り替えます。 
※「30P1r」はハーレーのクランクポジションセンサーから信号が取れる場合のみ使用可能です。 

・車両の点火方式に合わせて、「SET」ボタンを 2 秒以上押し続けます。 

・表示が通常モードに戻れば設定完了です。 
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 H．警告回転数の設定方法  
・図 14 を参考に、警告回転数の設定画面で「MODE」ボタンを１回押すごとに、「５桁目⇒４桁目⇒３桁目⇒5 桁目…」の

順番で桁数を切り替えます。 

・設定する桁数を選択し、「SET」ボタンを１回押すごとに数字が加算されます。 

・警告回転数を合わせたら、「SET」ボタンを 2 秒以上押し続けます。 

・表示が通常モードに戻れば設定完了です。 
※警告回転数は、最大出力回転数の 100％～105％で設定することを推奨します。 
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 07．速度計の校正設定                                         
・サブ表示を ODO に切り替えて、「MODE」と「SET」を同時に 2 秒以上押し続けて設定モードへ移動します。 

・図 15 を参考に、速度校正モードの選択画面で「MODE」を１回押すごとに、「CALAU」⇒「CALSA」⇒「CALNU」の

順番で切り替わります。 

・３つの速度校正モード（I～K）のどれか１つを選び、「SET」を２秒以上押し続けて速度校正の画面へ移動します。 
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 I．走行距離での校正モード  
・図 16 を参考に、速度校正モードの画面「CALAU」を選択し「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け「go」を表示させます。 

・「MODE」ボタンを１回押すと「0」が点滅し、計測を開始します。 

・１km 走行します。走行することでパルスをカウントしながら加算されていきます。 

・１km 走行で停止して、「MODE」ボタンを１回押して計測を完了します。 

・「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け、表示が通常モードに戻れば設定完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 J．速度での校正モード  
・図 17 を参考に、速度校正モードの画面「CALSA」を選択し「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け「go」を表示させます。 

・運転を始め 40km／h の速度で一定になったら「MODE」ボタンを１回押すと通常モードになり計測を完了です。 
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 K．手動入力での校正モード  
・手動入力前に入力するパルスを計算します。 

・最初に「手順 I.走行距離で校正」のモードにした状態で、タイヤを 10 周させて、その時のパルスをメモします。 

・タイヤの外周を測ります。 

・上記データから 1km 走行した時のパルスを計算して算出します。 

・図 18 を参考に、速度校正モードの画面「CALNU」を選択し、「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け手動入力の校正モード

に入ります。 

・「MODE」ボタンを１回押して、手動入力モードを開始します。その後は「SET」ボタンを押し 0～9 を入力し、「MODE」

ボタンを押して桁数を移動させて算出したパルス数を入力していきます。 

・「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け、表示が通常モードに戻れば設定完了です。 
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 08．走行距離の設定 ※本設定は１回のみ登録可能です。また未設定でも一定距離を走行すると登録不可になります。   
・この機能は走行距離を設定するとロックされ、再設定できなくなります。また設定前に 100km 以上をカウントした場合も

ロックされます。ご注意ください。 

・サブ表示を ODO に切り替えて、「SET」ボタンを 5 秒以上し続けて走行距離の設定モードへ移動します。 

・図 19 を参考に、走行距離の入力待機中の画面で「MODE」ボタンを 1 回押し、設定を開始します。 

・「SET」ボタンを押し 0～9を入力し、「MODE」ボタンを押して桁を移動させて、走行距離を入力していきます。 

・「SET」ボタンを 2 秒以上押し続けると最終確認の画面に移動し「SET⇔00000（設定値）」を交互に表示します。 

・さらに「SET」ボタンを 2 秒以上押し続け、表示が通常モードに戻れば設定完了です。 
※設定の完了前に、何も操作せずに 30 秒以上経過すると、入力値は保存されず通常モードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 09．点検作業                                             
・ハンドル操作に影響がないか、ケーブルや配線類が無理な配索をしていないか、運転操作に影響が無いか確認してください。 

・各部の点検を行ない、異常が無ければ作業は終了です。 
 

 


